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消化器科 消化３９（ｂ）

肝がん

アイエーコール+リピオドール(サスペンジョン動注）

Ｒｐ 形態 ルート 薬品名 投与量 時刻・コメント 1 ・・・ 8 ･･･ 15 28

1 点滴注 メイン 生食 500mL
ルートキープ
全て投与

↓

2 点滴注 側管 ソルデム1 500mL 2時間かけて ↓

3 点滴注 側管 プロイメンド 150mg 30分かけて ↓

生食 100mL

4 点滴注 側管 グラニセトロン 3mg 30分かけて ↓

デキサート 9.9mg

5 肝動注 メイン アイエーコール 65mg/㎡ 20～40分かけて ↓

リピオドール 20ｍL

6 点滴注 メイン ソルデム1 500mL 2時間かけて ↓

7 点滴注 メイン ソルデム1 500mL 2時間かけて ↓

8 点滴注 メイン ソルデム1 500mL 2時間かけて ↓

9 点滴注 メイン ソルデム1 500mL 2時間かけて ↓

★１クール＝28日

～ＭＥＭＯ～

＜腎障害軽減のため＞

投与時から投与終了後1500～3000mLの適当な輸液を6時間以上かけて投与する。

尿量確保に注意し、必要に応じてマンニトール及びフロセミド等の利尿剤を投与する。

＜調製＞

アイエーコールを速やかに溶解するため調製時には湯浴（約50度）で加温したリピオドールを加えて強く振り混ぜる。

アイエーコール100mg１V+リピオドール20ｍL（そのうち採取可能は約18mL）を20ｍLのロック式シリンジで調製する。
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